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2026 年 11 月 10 日 

報道関係各位 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

AI の全社利用を支えるセキュリティ対策、利用状況の把握、データ管理の製品群を拡充 

AWS Marketplace を通じて提供、AI 基盤の構築から導入後の活用まで支援 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：新宮 達史、本社：東京都港区、略称：CTC）

は、クラウドセキュリティ対策、AI の利用状況の把握、データ管理に関する製品群の取り扱いを開始しま

す。AWS Marketplace※1 を通じて販売し、AI 基盤の設計・構築、既存システムとの連携に対応し企業に

おける AI の全社展開を支援します。生成 AI や AI エージェントの利用を部門単位の試行から全社へ広

げる企業向けに展開し、関連する製品、サービスの提供で、3 年間で 100 億円の売上を目指します。 

 

近年、企業では生成 AI や AI エージェントの活用が広がり、文章作成やアプリケーション開発、デー

タ分析など利用用途が多様化しています。部門や業務ごとに適した AI サービスや関連ソフトウェアを導

入して効率化を図る一方、利用するサービスやデータが社内に分散することで、利用状況やアクセス権

限、セキュリティ対策、コスト管理が複雑になる場合もあります。AI が適切な情報を参照できるよう、デー

タの所在や内容、利用ルールを把握する仕組みが求められています。 

 

CTC は、企業の AI 活用を支援することを目的とした、サイバーセキュリティクラウド社のクラウドセキュ

リティ対策製品、Kong 社の API・AI サービスへのアクセスや利用状況の可視化を担う基盤、MongoDB

社のデータ管理プラットフォームの取り扱いを開始します。各製品の概要は以下の通りです。 

 

会社名 製品名 特徴 

株式会社サイバーセ

キュリティクラウド 

WafCharm、 

CloudFastener 

クラウド環境や Web アプリケーションをサ

イバー攻撃などの脅威から守るためのセ

キュリティ対策を支援。 

Kong 株式会社 Kong AI Gateway、 

Kong Konnect、 

Kong Enterprise 

複数の生成AIやAIエージェント、APIへ

のアクセスを一元管理。利用状況やコス

トの把握、機密情報の保護により、セキュ

リティ向上を支援。 

MongoDB, Inc.  MongoDB Atlas、 

MongoDB Enterprise Advanced 

構造化データと非構造化データを柔軟

に管理。生成 AI が社内情報を参照して

回答する「RAG」などに利用するデータを

管理。 

 

これまで CTC は、AI 基盤の設計、構築、運用保守を数多く支援してきた実績に加え、AWSの最上位

パートナーであるプレミアティアパートナーとして、多くの企業の AWS 環境への移行を支援してきました。

また、AWS Marketplace の CPPO（Channel Partner Private Offers）※2を活用し、ソフトウェアや SaaS の

調達を AWS 経由に集約すると共に、AWS の利用料と合わせた請求にも対応しています。今後も、先端

ソリューションを拡充し、調達の効率化と AI 活用、セキュリティの強化を支援していきます。 
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＜AWS Marketplace を通じた AI 活用のイメージ＞ 

 

 

 
※1 AWS Marketplace：AWS 上で利用できるサードパーティ製のソフトウェア、データ、サービスなどを検索・購入・デプ

ロイ・管理できるデジタルカタログです。AWS アカウントを利用し一元的に調達・請求できるため、調達プロセスが簡

素化され、迅速なクラウドソリューション導入が可能になります。CTC は、2025 年に AWS Marketplace を通じた調達

に関する知識、技術力、実績を備えたチャネルパートナーを認定する「AWS Marketplace Skilled Channel Partner」

認定を取得しています。 

※2 CPPO（Channel Partner Private Offers）：AWS コンサルティングパートナーが、AWS Marketplace 上の商品にサービ

スを付加して販売できるプログラムです。ユーザー企業は導入支援サービスやサポートが期待でき、システム構築と

合わせて支払いを一本化できる点が特徴です。 

※ 記載されている商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

 

以上 

 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社  

広報部 

E-mail：press@ctc-g.co.jp 
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